
小学部３学年

題材名：本時の振り返り

＜材料＞

・数字カード、赤・黄色のりんご（マグネット、カラーボード、ラミネー

ト）・ホワイトボード・お皿

＜使い方＞

①絵本「りんご」の読み聞かせをする。

②りんごの木から取ったりんごを色別に分ける。

③数字カードに対応したお皿にりんごを置く。

<この教材で伸ばしたい力>

・色分け、一対一対応、数詞と数量の一致、数の増減等

＜使う時のポイント＞

・絵本の読み聞かせで、りんごのイメージを膨らませてから、取り組むこ

とで、楽しみながら学習することができる。

・まだ数量の理解が難しい段階の児童でも、具体物を操作して一対一対応

させることで、数字カードに対応した数量に分けることができる。また、

数量を視覚的に捉えることができる。

・スムーズに取り組めたら、全ての皿の数を３つにして、数量分皿に置け

るようにする。

〈指導領域・教科等〉

・算数

題材名：なまえパズル

＜材料＞

・A４用紙・ラミネート・ファスナーテープ・厚紙

＜使い方＞

・イラストを確認し、ひらがなを１文字ずつ選択して名前を

答える。

<この教材で伸ばしたい力>

・語彙を増やす・身近な名詞と動詞理解

＜使う時のポイント＞

・五十音一覧を用意し、児童自ら確認し、答えられる環境を

整える。

・「うわばき」など同じ母音が続く名前は声に出して読むこ

とで、正確な言語理解につなげる。

〈指導領域・教科等〉

・国語

題材名：ひらがなマッチング

＜材料＞

・ペットボトル・キャップ

＜使い方＞

・文字カードを下にセットし、文字の書かれたキャップを合

わせていく。

<この教材で伸ばしたい力>

・もじへの

＜使う時のポイント＞

・実態に合わせてヒントの絵キャップを用いたり、文字だけ

で示したりする。

〈指導領域・教科等〉

国語



小学部３学年 - 2

題材名：あかいりんご　きいろいりんご
＜材料＞

・絵本「りんご」（松野正子　文/  鎌田暢子　絵/ 童心社）

・数字カード・赤・黄色のりんご（マグネット、カラーボード、ラミネート）・ホワイ

トボード・お皿

＜使い方＞

①絵本「りんご」の読み聞かせをする。

②りんごの木から取ったりんごを色別に分ける。

③数字カードに対応したお皿にりんごを置く。

<この教材で伸ばしたい力>

・色分け、一対一対応、数詞と数量の一致、数の増減等

＜使う時のポイント＞

・絵本の読み聞かせで、りんごのイメージを膨らませてから、取り組むことで、楽しみ

ながら学習することができる。

・まだ数量の理解が難しい段階の児童でも、具体物を操作して一対一対応させること

で、数字カードに対応した数量に分けることができる。また、数量を視覚的に捉えるこ

とができる。

・スムーズに取り組めたら、全ての皿の数を３つにして、数量分皿に置けるようにす

る。

〈指導領域・教科等〉

・算数

題材名：お寿司はいくつ？

＜材料＞

・数字カード・お寿司（ラミネート、マグネット）・お皿（ラミネート、

マグネット）

＜使い方＞

・提示された数、お寿司をお皿に置く。

・お寿司を数える。

<この教材で伸ばしたい力>

・一対一対応

・数詞と数量の一致

＜使う時のポイント＞

・児童の実態に応じて、お寿司の数、お皿の数を変更させて行う。

・好きなお寿司を選び、楽しみながらできるようにする。（お寿司のネタ

は７種類あります）

〈指導領域・教科等〉

・算数

題材名：○のなかま・△のなかま・□のなかま

＜材料＞

・ホワイトボード（小）・マグネット・ラミネート

＜使い方＞

・○△□の特徴を学習した後に行う。

・身近なものの形に注目し、「○のなかま」「△のなかま」「□のなか

ま」に分類する。

＜ポイント＞

・一人一人の児童が自分のペースで学習できるように、人数分、同じ教材

を用意する。

・児童にとって馴染みのある具体物を選ぶ。

<この教材で伸ばしたい力>

・身の回りにあるものの形に関心をもてるようにする。

・属性の異なるものであっても、形のみに着目して分類できるようにす

る。

〈指導領域・教科等〉

・算数



小学部３学年 - 3

題材名： ひらがな仲間分け

＜材料＞

・マグネット、ウレタンボード、ラミネート、ホワイトボー

ド

＜使い方＞

①イラストカードをまとめておく

②ひらがなカードをボードに貼り頭文字が貼ったひらがなの

枠にイラストカードを貼って集める。

<この教材で伸ばしたい力>

・文字と名前を意識し、ひらがなの理解を深める

＜使う時のポイント＞

・児童の実態応じて、集め方や集める文字の数等を変更す

る。

〈指導領域・教科等〉

国語

題材名：１～１０の数字と数量

＜材料＞

・プラスチックケース・クリップ・おはじき

＜使い方＞

・クリップに書かれた数字の分だけおはじきを入れ

る。

<この教材で伸ばしたい力>

・数字と数量の一致・数の順番・多少の視覚的理解

＜使う時のポイント＞

・数字クリップの位置や数字を変えて実態に応じた数

と数量のマッチングに取り組むことができる。

〈指導領域・教科等〉

・算数

題材名：おはなしあそび

＜材料＞

・フェルト・ひも・糸・ボンドなど

＜使い方＞

・絵本のお話あそび・言葉発声を促す活動

＜ポイント＞

・思わず言葉や声を出したくなるように教材を提示す

る。

<この教材で伸ばしたい力>

・名詞、言葉・擬音語、擬態語・実感が伴った言葉を

促す・絵本の世界を体感

〈指導領域・教科等〉

・国語



小学部３学年 - 4

題材名：食べ物カード

＜材料＞

フェルト、ビーズ、牛乳パック、紙皿、紐

＜使い方＞

朝の会の給食発表や自活の時間の食べ物の名前の勉強

に使う。

<この教材で伸ばしたい力>

・食べ物の名前の確認

・目と手の協応

＜使う時のポイント＞

・子どもが期待感を持って引くことができるように声

かけ等をする。

・触った時に感触で、ご飯、麺等のイメージが持つこ

とができる。

〈指導領域・教科等〉

・自立活動、日常生活

題材名　ボール入れ

＜材料＞

・MDFボード・アクリル筒

＜使い方＞

その１：教員から手渡されたボールを手に取り、筒

　　　　に入れる。

その２：教員が机の上でボールを転がし、その転

　　　　がってきたボールを筒でキャッチする。

その３：同じも２セット用意し、見本通りにボールを

入れる（色付きのボールを使用した場合）

＜この教材で伸ばしたい力＞

・目と手の協応動作

・終わりを理解して活動する力

＜使う時のポイント＞

・子どもの実態に合わせて活動内容を設定することが

できるので、ねらいに応じた活動をする。

〈指導領域・教科等〉

・算数


